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鳥取県議会議員浜田 妙子
　　皆は一人のために

　９月、１２月の定例議会でロービジョンケアについて質
問しました。治療では良くならない目の状態をロービジョ
ンといいます。原因は網膜色素変性症、糖尿病網膜症、緑
内障、加齢等。これまで症状が進むと見えづらくなり、仕
事もやりたいことも、諦めざるを得なかったのです。
　しかし今、残された能力を最大限活用するロービジョン
ケア外来が大学病院を中心に設置され、多くのみなさまを
救っています。鳥取県に対象者が５～６千人はいるといわ
れます。
　来春、鳥大医学部にも待望のケア外来が誕生します。
貴方の職場に該当者
がいらしたら「仕事
を辞める前にケア外
来へ～」と、仲間へ
の愛の声掛けをお願
いします。
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11月定例会で質問する11月定例会で質問する

鳥取県議会議員森 雅幹
　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　みなさまのご支援で、議会へ送っていただき16年、この
間一貫して、働く者、弱い立場の人に寄り添う政治をめざし、
地方政治および国政選挙にあたってまいりました。しかし、
残念ながら国政では私たちの代表を国会へ送れていない
状況が続き、結果的に安倍一強政治を赦しています。
　この状況を変えていくため、この度、立憲民主党鳥取県
連合の設立に参加し、一人でも多くの反自公・反共産の県
民の輪を広げ、国民民主党と連携し、安倍政権打倒を果
たしていきたいと考えています。
　４月の県議選に３選の挑戦をいたします。連合の仲間
の皆様のご支援を
お願い申し上げます。

連 合 鳥 取
　　　会 長　本 川  博 孝
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湯原俊二
　－緑肥の想い－

りょくひ

　今年がみなさまにとって素晴らしい年になりますようご祈念申し上げます。
　さて、安倍政権下で様々な法律が、作られたり改悪されたりしてきました。国民
の知る権利を脅かし秘密の定義もあいまいな「特定秘密保護法」、今日までの日本
の安全保障の在り方を変える違憲の「安全保障法制」、国民の内心の自由を侵害
しかねる「共謀罪法」、成果主義により長時間労働が懸念される「働かせ方関連
法」、刑法で禁じてきた賭博を合法化する「カジノ法」、外国人労働者を劣悪な労働
環境で働かせ、外国人労働者の社会保障や家族の教育についても後から検討す
るという中身のない「出入国管理法改正」、世界の流れに逆行し命のもとである水
の管理を民営化し、水道料金の高騰を招きかねない「水道法改正」等々。
　「野党は何でも反対する」といわれる方がおられますが、近年の実績では野党は、
内閣が提案した法律案の８割に賛成しています。しかし、上記の法律のように国民の生活を危うくする法律に
は、反対をします。これ以上安倍政権の暴走を許さないためにも、春の県議選、夏の参議院選では仲間の候補
者への支援をお願い致します。

明けまして 
おめでとうございます。

「36協定」を浸透させていこう！
「働き方」について
　　しっかり考えるきっかけにしよう！

3月6日は「36(サブロク)の日」
日本記念日協会で正式に認定！！

11月定例会の一般質問の様子11月定例会の一般質問の様子

2019新春のつどい
◆日 時　2019年１月18日（金）16時30分開会
◆場 所　白兎会館　２Ｆ「飛翔の間」
※産別を通じてご案内しています。

2019春季生活闘争開始宣言集会
◆日 時　2019年２月２日（土）13時00分～
◆場 所　まなびタウンとうはく
◆内 容
　１．講演①
　　・演題　地域春闘の重要性について（仮称）
　　・講師　連合本部　内田　厚副事務局長
　２．講演②
　　・演題　第25回参議院選挙情勢について
　　・講師　連合本部政治センター　
　　　　　　　　　　　井村和夫事務局長
　３．連合鳥取2019春闘方針提案&意見・討論
　４．闘争開始宣言
　５．団結がんばろう
※産別を通じてご案内しています。

※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。
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　12月11日（火）、12日（水）の2日間、全国一斉労働相談
ダイヤルを実施しました。連合鳥取では、働く人の身近な
セーフティネットとして、フリーダイヤル（0120-154-052）
で、通年的に、組合員以外の方からの労働相談を受けつ
けています。

中国吉林省総工会を招聘 交流を深める
本川　博孝
澤田　陽子　　林　大介　　松﨑　浩哉　　桑村　紀幸
田中　穂

副事務局長 吉田　正　　馬場　一憲　　山田　秀之　　佐貫　馨
企画委員会 ◎松﨑　　澤田　　林　　　桑村　○田中　　西村　　河村　　若月　　橋本　　笠見　　矢辺

（オブ）　　吉田　　馬場　　山田　　佐貫

総　務　局 ◎田中

委員長／中嶋　　副委員長／梅田　大倉　高田　鳴海　　事務局長／野口　

◎本川　　澤田　　林　　　松﨑　　桑村　○田中　　吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　河村
　　　　　奥山　　井上　　廣澤　　谷本　　門脇　　和泉　　金田　　高濱　　長屋　　橋本　　笠見　　矢辺

◎桑村　　澤田　　林　　　松﨑　○田中　　吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　井上　　里田
　　　　　門脇　　中嶋　　金田　　矢田　　岩本　　太田　　橋本　　笠見　　矢辺

◎澤田　　桑村　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　井上　　廣澤　　谷本　　里田　　鈴木
　　　　　大庭　　高濱　　野村　　坪内　　長屋　　岩本　　太田　　中嶋

◎若月　　桑村　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　河村　　谷本　　門脇　　和泉　　中嶋
　　　　　金田　　野村　　坪内　　岩本　　中嶋

◎西村　　松﨑　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　河村　　奥山　　谷本　　門脇　　和泉
　　　　　矢田　　山中　　野村　　坪内　　中嶋　　橋本　　笠見　　矢辺

◎河村　　林　　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　奥山　　若月　　里田　　中嶋
　　　　　矢田　　鈴木　　大庭　　長屋

◎林　　　澤田　　松﨑　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　河村　　奥山　　井上
　　　　　　　　　廣澤　　里田　　矢田　　鈴木　　高濱　　長屋　　太田　　橋本　　笠見　　矢辺

組　織　局
非正規労働センター （組織局と同じ）

（企画委員会と同じ／ただし、副事務局長は正規構成員）

中小労働局
中小共闘センター

30周年記念行事ＰＴ

（男女平等局と同じ）女性活躍推進ＰＴ

国民運動局

広報・教育局

男女平等局

労働政策局

政治センター

青年委員会
女性委員会 委員長／太田　　副委員長／川口　寺田　事務局長／森

東部地協　議長／橋本　事務局長／馬場　　中部地協　議長／笠見　事務局長／山田
西部地協　議長／矢辺　事務局長／佐貫　　　　　　　　　　　　　　※各地協事務局長は連合鳥取副事務局長と兼任

地域協議会

（◎局長 ○事務局）

2019 連合鳥取任務機構 

逸

和

和

逸

逸

和

和

会   長
副　会 長
事 務 局 長

○ 2019春季生活闘争は、賃上げの継続による「底上げ・底支え」「格差是正」と「すべての労働者の立場にたった働き方」の実現を同時に推し
進めるとともに、働き方も含めた「サプライチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配」に取り組み、「人的投資の促進」「ディーセント・
ワークの実現」「包摂的な社会の構築」「経済の自律的成長」をめざす闘争である。

○ 「経済の自律的成長」と「社会の持続性」を実現するためには、継続した所得の向上と将来不安の払拭による消費の拡大に加えて、労働組合
の有無にかかわらず、一人ひとりの働きの価値が重視され、その価値に見合った処遇が担保される社会を実現していく必要がある。2019
闘争はその足がかりを築いていく年と位置づけ、まずは中小組合や非正規労働者の賃金を「働きの価値に見合った水準」へと引き上げてい
くためにも、賃金の「上げ幅」のみならず「賃金水準」を追求する闘争を強化していく。

○ 長時間労働を是正し、個々人の状況やニーズにあった多様な働き方を選択できる仕組みを整える。
○ あわせて、賃上げと健全で安全で働きがいのある職場の実現が同時に推し進められるよう、取引の適正化の実現を社会に向けて発信していく。

〈具体的な要求項目〉
◆賃上げ要求　
　1. 月例賃金
　　①月例賃金にこだわり、賃金の引き上げをめざす。
　　②組合員の個別賃金実態を把握し、ゆがみや格差の有無などを改善
　　　する。
　　③賃金制度が未整備の組合／構成組織の指導のもと、制度の確立・
　　　整備に向けた取り組みを強化する。
　　④月給制の非正規労働者の賃金／正社員との均等待遇の観点から改
　　　善を求める。
　2. 規模間格差の是正（中小組合の社会横断的水準の確保）
　　①賃金の絶対額を重視した月例賃金の引き上げ
　　　ａ）賃金カーブ維持相当分（1年・1歳間差）を確保した上で、社会横断
　　　　 的水準の到達に必要な額を加えた総額で賃金引き上げを求める。
　　　ｂ）賃金実態が把握できない場合／10,500円以上を目安に賃金引
　　　　 き上げを求める。
　　　　◇賃上げ目標6,000円  ＋4,500円（賃金カーブ維持分）＝10,500円
　　　　　  （※ 連合加盟組合平均賃金水準の2％相当額との差額を上乗せした金額）

　　②賃金カーブ維持分の確保
　3．雇用形態間格差の是正（非正規労働者の社会横断的水準の確保）
　　①高卒初任給等との均等待遇を重視し、時給 1,050 円を確保する。
　　②時給 1,050 円超の場合／正社員との均等待遇の観点から改善を
　　　求める。
　　③「都道府県別リビングウェイジ」を上回る水準めざして取り組む。
　　④昇給ルールの導入・明確化の取り組みを強化する。
　4．男女間賃金格差の是正
　　①男女別・年齢ごとの賃金分布から問題点を点検し、改善へ向けた
　　　取り組みを進める。
　　②生活関連手当（福利厚生、家族手当など）の支給における住民票上
　　　の「世帯主」要件の廃止を求める。
　5．企業内最低賃金および初任給
　　①企業内最低賃金を産業の公正基準を担保するにふさわしい水準で
　　　要求し、協定化をはかる。また適用労働者の拡大をめざす。

　　②年齢別最低到達水準について協定締結をめざす。
　　③すべての賃金の基礎である初任給について社会水準を確保する。
　　　18 歳高卒初任給の参考目標値……172,500 円
　6．一時金
　　○年収確保の観点も含め水準の向上・確保をはかる。
◆「すべての労働者の立場にたった働き方」の見直し
　1. 長時間労働の是正と均等待遇の実現
　2. 人材育成と教育訓練の充実
　3．中小企業・非正規労働者等の退職給付制度の整備
　4．ワークルールの取り組み
　　①改正労働基準法に関する取り組み
　　　ａ）36協定の点検　ｂ）労働時間管理・適正把握の徹底
　　　ｃ）事業場外みなしおよび裁量労働制の適正運用に向けた点検
　　②すべての労働者の雇用安定と公正な労働条件確保の取り組み
　　③障がい者雇用に関する取り組み
　　④短時間労働者に対する社会保険の適用拡大に関する取り組み
　　⑤治療と仕事の両立の推進に関する取り組み
◆男女平等の推進
　1. 企業間における公正・適正な取引関係の確立に向けた取り組み
　2. 税による所得再分配機能の強化に向けた取り組み
　3．あらゆるハラスメント対策の法制化と差別禁止に向けた取り組み
　4．医療・介護・保育サービスの人材確保に向けた取り組み
　5．子ども・子育て支援の充実と待機児童の解消等の財源確保に向けた
　　取り組み
　6．教育の機会均等実現に向けた教育の無償化・奨学金の拡充に向けた
　　取り組み

連合2019春季生活闘争方針（骨子）＜第79回中央委員会／2018.11.30より＞
～今こそブレイクスルー！すべての労働者の処遇改善と働き方の見直し！～

－「第1回執行委員会（2018.12.21）確認」－

【概要】

本年もどうぞ
　よろしく
　　お願いします

■西部地協「第24回定期総会」■
12月4日（火）／米子コンベンションセンター

■中部地協「第24回定期総会」■
12月7日（金）／倉吉体育文化会館

■青年委員会第28回定期総会■
12月16日（日）／米子コンベンションセンター

■女性委員会第23回定期総会■
12月8日（土）／倉吉未来中心

連合 全国一斉集中労働相談ダイヤルを実施

　連合鳥取は、国際化時代における労働分野の視野・見識を拡げる立場から、2000
年より中国・吉林省総工会と友好協定を結び相互交流を行っています。
　今年は、郭景生（グオー・ジンション）副主席を団長とする５人の訪問団を12月9日

（日）～13日（木）にわたり招聘しました。
　一行は12月10日（月）には、連合本部に神津里季生連合会長を、鳥取県庁に
平井伸治鳥取県知事をそれぞれ表敬訪問したのち、ホテルモナーク鳥取（鳥取
市）において、連合鳥取企画委員会役員との「意見交換会」と「歓迎交流会」を
行いました。

　翌12月11日（火）は、南部町にある、吉林省に自動車部品を供給し
ている株式会社ＴＶＣ（2018年度から連合鳥取加盟のＪＡＭ・ＮＯＫ
グループユニオンに加盟）の工場視察を行いました。

※

検索2019春季生活闘争

＜意見交換内容（抜粋）＞
・少子高齢化　　　　　・労働力不足対策　
・労働者の民主管理　　・春季生活闘争
・男女平等の取り組み　　　　　　　など

神津連合会長（左）と郭副主席神津連合会長（左）と郭副主席

上／平井県知事（前列左から２番目）表敬訪問
左／意見交換会の様子
下／㈱ＴＶＣ工場見学の様子

上／平井県知事（前列左から２番目）表敬訪問
左／意見交換会の様子
下／㈱ＴＶＣ工場見学の様子

■東部地協「第25回定期総会」■
12月5日（水）／白兎会館

「働き過ぎていませんか？～まずは、あなたの働き方を診断！～」

東･中･西地域協議会＆女性委員会・青年委員会定期総会を開催
　連合鳥取定期大会に続き、各地域協議会と青年委員会、女性委員会も「定期総会」を開催し、新年度をスタート
させました。

　女性委員会では、定期総会の後に毎
回「学習会」を開催しています。

《講演》
　「オンリーワンの私」を知る　
　　　～職場のメンタルヘルスを考える～　
　講師： 開業保健師 Being Prem
 　　　代表　長谷川　理恵 さん（写真上）
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○ 2019春季生活闘争は、賃上げの継続による「底上げ・底支え」「格差是正」と「すべての労働者の立場にたった働き方」の実現を同時に推し
進めるとともに、働き方も含めた「サプライチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配」に取り組み、「人的投資の促進」「ディーセント・
ワークの実現」「包摂的な社会の構築」「経済の自律的成長」をめざす闘争である。

○ 「経済の自律的成長」と「社会の持続性」を実現するためには、継続した所得の向上と将来不安の払拭による消費の拡大に加えて、労働組合
の有無にかかわらず、一人ひとりの働きの価値が重視され、その価値に見合った処遇が担保される社会を実現していく必要がある。2019
闘争はその足がかりを築いていく年と位置づけ、まずは中小組合や非正規労働者の賃金を「働きの価値に見合った水準」へと引き上げてい
くためにも、賃金の「上げ幅」のみならず「賃金水準」を追求する闘争を強化していく。

○ 長時間労働を是正し、個々人の状況やニーズにあった多様な働き方を選択できる仕組みを整える。
○ あわせて、賃上げと健全で安全で働きがいのある職場の実現が同時に推し進められるよう、取引の適正化の実現を社会に向けて発信していく。

〈具体的な要求項目〉
◆賃上げ要求　
　1. 月例賃金
　　①月例賃金にこだわり、賃金の引き上げをめざす。
　　②組合員の個別賃金実態を把握し、ゆがみや格差の有無などを改善
　　　する。
　　③賃金制度が未整備の組合／構成組織の指導のもと、制度の確立・
　　　整備に向けた取り組みを強化する。
　　④月給制の非正規労働者の賃金／正社員との均等待遇の観点から改
　　　善を求める。
　2. 規模間格差の是正（中小組合の社会横断的水準の確保）
　　①賃金の絶対額を重視した月例賃金の引き上げ
　　　ａ）賃金カーブ維持相当分（1年・1歳間差）を確保した上で、社会横断
　　　　 的水準の到達に必要な額を加えた総額で賃金引き上げを求める。
　　　ｂ）賃金実態が把握できない場合／10,500円以上を目安に賃金引
　　　　 き上げを求める。
　　　　◇賃上げ目標6,000円  ＋4,500円（賃金カーブ維持分）＝10,500円
　　　　　  （※ 連合加盟組合平均賃金水準の2％相当額との差額を上乗せした金額）

　　②賃金カーブ維持分の確保
　3．雇用形態間格差の是正（非正規労働者の社会横断的水準の確保）
　　①高卒初任給等との均等待遇を重視し、時給 1,050 円を確保する。
　　②時給 1,050 円超の場合／正社員との均等待遇の観点から改善を
　　　求める。
　　③「都道府県別リビングウェイジ」を上回る水準めざして取り組む。
　　④昇給ルールの導入・明確化の取り組みを強化する。
　4．男女間賃金格差の是正
　　①男女別・年齢ごとの賃金分布から問題点を点検し、改善へ向けた
　　　取り組みを進める。
　　②生活関連手当（福利厚生、家族手当など）の支給における住民票上
　　　の「世帯主」要件の廃止を求める。
　5．企業内最低賃金および初任給
　　①企業内最低賃金を産業の公正基準を担保するにふさわしい水準で
　　　要求し、協定化をはかる。また適用労働者の拡大をめざす。

　　②年齢別最低到達水準について協定締結をめざす。
　　③すべての賃金の基礎である初任給について社会水準を確保する。
　　　18 歳高卒初任給の参考目標値……172,500 円
　6．一時金
　　○年収確保の観点も含め水準の向上・確保をはかる。
◆「すべての労働者の立場にたった働き方」の見直し
　1. 長時間労働の是正と均等待遇の実現
　2. 人材育成と教育訓練の充実
　3．中小企業・非正規労働者等の退職給付制度の整備
　4．ワークルールの取り組み
　　①改正労働基準法に関する取り組み
　　　ａ）36協定の点検　ｂ）労働時間管理・適正把握の徹底
　　　ｃ）事業場外みなしおよび裁量労働制の適正運用に向けた点検
　　②すべての労働者の雇用安定と公正な労働条件確保の取り組み
　　③障がい者雇用に関する取り組み
　　④短時間労働者に対する社会保険の適用拡大に関する取り組み
　　⑤治療と仕事の両立の推進に関する取り組み
◆男女平等の推進
　1. 企業間における公正・適正な取引関係の確立に向けた取り組み
　2. 税による所得再分配機能の強化に向けた取り組み
　3．あらゆるハラスメント対策の法制化と差別禁止に向けた取り組み
　4．医療・介護・保育サービスの人材確保に向けた取り組み
　5．子ども・子育て支援の充実と待機児童の解消等の財源確保に向けた
　　取り組み
　6．教育の機会均等実現に向けた教育の無償化・奨学金の拡充に向けた
　　取り組み
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回「学習会」を開催しています。

《講演》
　「オンリーワンの私」を知る　
　　　～職場のメンタルヘルスを考える～　
　講師： 開業保健師 Being Prem
 　　　代表　長谷川　理恵 さん（写真上）

〈
街
宣
の
様
子
〉
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鳥取県議会議員浜田 妙子
　　皆は一人のために

　９月、１２月の定例議会でロービジョンケアについて質
問しました。治療では良くならない目の状態をロービジョ
ンといいます。原因は網膜色素変性症、糖尿病網膜症、緑
内障、加齢等。これまで症状が進むと見えづらくなり、仕
事もやりたいことも、諦めざるを得なかったのです。
　しかし今、残された能力を最大限活用するロービジョン
ケア外来が大学病院を中心に設置され、多くのみなさまを
救っています。鳥取県に対象者が５～６千人はいるといわ
れます。
　来春、鳥大医学部にも待望のケア外来が誕生します。
貴方の職場に該当者
がいらしたら「仕事
を辞める前にケア外
来へ～」と、仲間へ
の愛の声掛けをお願
いします。

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
発行人・本川博孝　編集人・若月哲郎
〒６８０-０８４７　鳥取市天神町３０-５
TEL（０８５７）２６-６６０５・FAX（０８５７）２６-６６１５
E-mail: tottori@tottori.jtuc-rengo.jp
ホームページ: http://www.rengo-tottori.net

11月定例会で質問する11月定例会で質問する

鳥取県議会議員森 雅幹
　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　みなさまのご支援で、議会へ送っていただき16年、この
間一貫して、働く者、弱い立場の人に寄り添う政治をめざし、
地方政治および国政選挙にあたってまいりました。しかし、
残念ながら国政では私たちの代表を国会へ送れていない
状況が続き、結果的に安倍一強政治を赦しています。
　この状況を変えていくため、この度、立憲民主党鳥取県
連合の設立に参加し、一人でも多くの反自公・反共産の県
民の輪を広げ、国民民主党と連携し、安倍政権打倒を果
たしていきたいと考えています。
　４月の県議選に３選の挑戦をいたします。連合の仲間
の皆様のご支援を
お願い申し上げます。

連 合 鳥 取
　　　会 長　本 川  博 孝

年頭あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
は

ご
家
族
お
揃
い
で
、健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、連
合
鳥
取
の
運

動
に
対
し
ま
し
て
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
国
会
は
、民
主
主

義
の
危
機
と
も
い
う
べ
き

状
況
が
露
呈
し
ま
し
た
。法

案
審
議
の
強
引
さ
は
も
と

よ
り
、公
文
書
の
改
ざ
ん
・

隠
蔽
と
い
っ
た
事
態
が
相

次
ぎ
、法
改
正
に
伴
う
様
々

な
デ
ー
タ
の
不
備
、閣
僚
の

不
適
切
な
発
言
、そ
し
て

官
僚
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
な

ど
、安
倍
政
権
の
不
誠
実
な

対
応
が
目
立
ち
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
暴
力
的
と
も
い
え

る
一
強
政
治
・
長
期
政
権
の

弊
害
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
の
日
本
社
会
は
、少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
に
よ
る
労
働
力
不
足
と

い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
、長
時
間
労
働
や
過
重
労

働
が
労
働
者
の
生
命
を
危

険
に
さ
ら
し
、非
正
規
雇
用

労
働
者
の
増
大
が
格
差
や

貧
困
を
も
た
ら
し
、将
来
の

雇
用
や
生
活
に
対
す
る
不

満
や
怒
り
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
。

　
今
、必
要
な
こ
と
は
、労

働
者
・
生
活
者
の
視
点
で
の

経
済
の
成
長
で
あ
り
、誰
も

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
事
で

す
。雇
用
や
生
活
に
不
満
が

渦
巻
い
て
い
る
現
状
こ
そ
、

労
働
運
動
が
労
働
者
・
生
活

者
の
頼
り
に
な
る
存
在
と

し
て
積
極
的
に
行
動
し
、そ

の
期
待
に
応
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、「
統
一
地
方
選

挙
」と「
第
　
回
参
議
院
選

挙
」が
重
な
る
　
年
に
一
度

の
極
め
て
重
要
な
年
に
な

り
ま
す
。連
合
鳥
取
が
推
薦

す
る
す
べ
て
の
立
候
補
予

定
者
の
必
勝
に
向
け
、最
大

限
の
取
り
組
み
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
面
す
る
２
０
１
９
春

季
生
活
闘
争
で
は
、２
０
１

４
年
か
ら
の
賃
上
げ
を
継

続
さ
せ
、す
べ
て
の
労
働

者
・
生
活
者
の
暮
ら
し
の

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差

是
正
」、そ
し
て「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」の

実
現
に
向
け
て
、一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
生
活
と「
政

治
」と
の
繋
が
り
を
意
識
し
、

積
極
的
に
行
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
連
合
鳥
取
は
、労
働
者
・

生
活
者
の
拠
り
所
と
し
て

そ
の
力
を
結
集
し
、さ
ら
な

る
運
動
の
強
化
と
、地
域
に

顔
の
見
え
る
運
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
が
組
合
員

を
は
じ
め
ご
家
族
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新年あけまして

　おめでとう

　　ございます

25
12

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
▼
平
成
最
後
の
正
月

を
迎
え
平
成
と
い
う
時
代
も
残
り

わ
ず
か
と
な
っ
た
。今
年
は
新
し
い

元
号
に
な
る
が
い
っ
た
い
ど
ん
な

年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。「
平
成
」と
い

う
私
た
ち
が
生
き
て
き
た
時
代
は

情
報
技
術
が
一
段
と
進
化
し
、社
会

に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
時

代
と
い
え
る
だ
ろ
う
▼
た
だ
、近
年

を
振
り
返
る
と
自
然
災
害
が
目
立

ち
、私
は
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

て
実
感
し
て
い
る
。実
感
す
る
と
同

時
に
様
々
な
災
害
に
備
え
て
自
分

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば
い

い
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

非
常
食
や
水
は
鞄
に
ま
と
め
て
玄

関
先
に
お
い
て
お
く
。ま
た
、災
害

が
あ
っ
た
場
合
に
大
事
な
の
は
情

報
。そ
の
た
め
に
携
帯
ラ
ジ
オ
と
予

備
電
池
な
ど
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

準
備
し
て
い
る
。そ
の
他
に
も
救
急

セ
ッ
ト
や
衛
生
品
な
ど
も
ま
と
め

て
い
る
▼
平
成
と
い
う
時
代
が
終

わ
り
、新
し
い
時
代
に
夢
や
希
望
を

抱
く
一
方
で
、い
ろ
い
ろ
な
備
え
も

大
事
か
な
と
感

じ
て
い
る
。

（
ズ
ー
ミ
ン
）

湯原俊二
　－緑肥の想い－

りょくひ

　今年がみなさまにとって素晴らしい年になりますようご祈念申し上げます。
　さて、安倍政権下で様々な法律が、作られたり改悪されたりしてきました。国民
の知る権利を脅かし秘密の定義もあいまいな「特定秘密保護法」、今日までの日本
の安全保障の在り方を変える違憲の「安全保障法制」、国民の内心の自由を侵害
しかねる「共謀罪法」、成果主義により長時間労働が懸念される「働かせ方関連
法」、刑法で禁じてきた賭博を合法化する「カジノ法」、外国人労働者を劣悪な労働
環境で働かせ、外国人労働者の社会保障や家族の教育についても後から検討す
るという中身のない「出入国管理法改正」、世界の流れに逆行し命のもとである水
の管理を民営化し、水道料金の高騰を招きかねない「水道法改正」等々。
　「野党は何でも反対する」といわれる方がおられますが、近年の実績では野党は、
内閣が提案した法律案の８割に賛成しています。しかし、上記の法律のように国民の生活を危うくする法律に
は、反対をします。これ以上安倍政権の暴走を許さないためにも、春の県議選、夏の参議院選では仲間の候補
者への支援をお願い致します。

明けまして 
おめでとうございます。

「36協定」を浸透させていこう！
「働き方」について
　　しっかり考えるきっかけにしよう！

3月6日は「36(サブロク)の日」
日本記念日協会で正式に認定！！

11月定例会の一般質問の様子11月定例会の一般質問の様子

2019新春のつどい
◆日 時　2019年１月18日（金）16時30分開会
◆場 所　白兎会館　２Ｆ「飛翔の間」
※産別を通じてご案内しています。

2019春季生活闘争開始宣言集会
◆日 時　2019年２月２日（土）13時00分～
◆場 所　まなびタウンとうはく
◆内 容
　１．講演①
　　・演題　地域春闘の重要性について（仮称）
　　・講師　連合本部　内田　厚副事務局長
　２．講演②
　　・演題　第25回参議院選挙情勢について
　　・講師　連合本部政治センター　
　　　　　　　　　　　井村和夫事務局長
　３．連合鳥取2019春闘方針提案&意見・討論
　４．闘争開始宣言
　５．団結がんばろう
※産別を通じてご案内しています。

※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。


